
令和6年度 中頭地区小中教頭会研修会

学校における働き方改革の着実な推進について

令和６年12月13日（金）
県教育庁働き方改革推進課
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対話 聴く、訊く、聞く、

● 本日の進め方： 説明 → 交流タイム（アウトプット） → 説明 → ・・・

ジグソーパズル型 ルービックキューブ型

やる気が沸いてくれば・・・

部分最適 全体最適
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はじめに

●「うちの学校で、〇〇〇〇〇〇！」

卒業式（修了式）の日、
どんなコメントを期待していますか？

☞ そのとき、子供たちはどんな姿（表情）でしょうか？

子供たちから、 保護者から、 地域から、 職員から、

そして、私自身は・・・

■ 交流タイム１（隣近所の方と情報交換を！）

（投稿欄「交流タイム１」にコメントを返信してみよう ） 3



学校における働き方改革
について、

□ 具体的な取組の再考

□ 必要性の振り返り

□ 目指す方向性の共有

【本日のねらい】☞ 子供たちの姿（表情）を、実現するために

学校における働き方改革は、

■ どのように、
推進するの？

■ なぜ、推進するの？

■ どこを目指すの？

本日の流れ
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学校における働き方改革は、

■ どのように、推進するの？

■ なぜ、推進するの？

■ どこを目指すの？

☞ 子供たちの姿（表情）を、実現するために本日の流れ
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■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？
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■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？

「子供たちに対してより良い教育」とは？

□ 学習指導要領前文（平成29、30年改訂）

□ 沖縄県教育目標
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これからの学校には……（略）

一人一人の児童（生徒）が、
自分のよさや可能性を認識するとともに、
あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、
多様な人々と協働しながら
様々な社会的変化を乗り越え、
豊かな人生を切り拓き、
持続可能な社会の創り手となることが
できるようにすることが求められる。

■ 学習指導要領前文（平成29、30年改訂）

■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？
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■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？

個性の尊重を基本とし、
国及び郷土の自然と文化に誇りをもち、
創造性・国際性に富む人材の育成と
生涯学習の振興を図る。

豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手を育成

■ 沖縄県教育目標

「人こそが最大の資源」
との考え方を共有
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✓ 自ら学ぶ意欲を育て、学力の向上を目指すとともに、
豊かな表現力とねばり強さをもつ幼児児童生徒を育成する。

✓平和で安らぎと活力ある社会の形成者として、
郷土文化の継承・発展に寄与し、国際社会・情報社会等で活躍する
心身ともに健全な県民を育成する。

✓ 学校・家庭・地域社会の相互の連携及び協力のもとに、時代の変化に
対応し得る教育の方法を追究し、生涯学習社会の実現を図る。

■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？

□ 沖縄県教育目標
自立（自律）した

学習者の育成

豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手を育成
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■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？

✓ 職場での良好な人間関係 ✓ ゆとりある時間

✓ 児童生徒との信頼関係 ✓ 研修や教材研究等の充実

✓ 安全・快適な職場環境づくり ✓ 長時間勤務の改善

・・・ 等々「時間や機会」が必要

豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手を育成

「子供たちに対してより良い教育」を行うことにより

自立（自律）した学習者の育成
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■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？

12



★ 教職員が忙しすぎることは、子供たちのためにならない

■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？

より良い教育を行うための「時間と機会の創出」が必要

学校における働き方改革の推進が必要不可欠

「子供たちに対してより良い教育」を行うためには・・・

13



◆ 子どもたちへの”よりよい教育”を行うためには？

教職員
☞ 重要な

教育環境

■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？
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☞「３軸・６視点」の実感を向上するためには？

● 教育環境を整えるには？
■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？

「時間と機会の創出」が必要
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☞『私たちのピース・リスト２０２３』
を活用し、自分事として取り組む

● 時間と機会を創出するためには？

■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？
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☞『私たちのピース・リスト２０２３』
を活用し、自分事として取り組む

● 時間と機会を創出するためには？

■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？
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２０2３年 【文部科学省】 第4期教育振興基本計画

https://www.mext.go.jp/a_menu/keikaku/index.htm

【基本施策】 学校における働き方改革、処遇改善、指導・運営体制の充実の一体的推進

・これら一連の施策を安定的な財源を確保しつつ、令和６年度から３年間を集中改革期間とし、
スピード感を持って、令和６年度から小学校高学年の教科担任制の強化や教員業務支援員
の小・中学校への配置拡大を速やかに進めるとともに、令和６年度中の給特法改正案の
国会提出を検討するなど、少子化が進展する中で、複雑化・多様化する課題に適切に対応
するため、計画的・段階的に進める。

● 取組期間は？

■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？
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学校評価に設定

● どうやって、評価するの？

■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？
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● どうやって、検証するの？

■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？
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■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？

◆ 「より良い教育を行う」

学校・家庭・地域が一体
となった取組が必要

対話が大切

「人こそが最大の資源」
との考え方を共有
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学校・家庭・地域社会の相互の連携及び協力のもとに、
時代の変化に対応し得る教育の方法を追究し、
生涯学習社会の実現を図る

「人こそが最大の資源」
との考え方を共有

■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？
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■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？

「子供たちに対してより良い教育」を行う

「時間と機会の創出」

学校における働き方改革の推進

児童生徒と教職員のウェルビーイングの向上

「３軸・６視点」の実感の向上

★ 持続可能な社会の創り手の育成

✓ 自立（自律）した学習者の育成

「人こそが最大の資源」
との考え方を共有
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■ 交流タイム２（隣近所の方と情報交換を！）

目指す方向性を共有したところで

■ なぜ、推進するの？

☞ どのような教頭を目指していますか？

●「より良い教育を行う」教育環境を整備するために
○○○○な教頭でありたい！

（投稿欄「交流タイム２」にコメントを返信してみよう ） 24


